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自
衛
官
候
補
生
募
集

　

自
衛
官
候
補
生
制
度
と
は
、
自
衛
官

と
な
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
教
育
訓

練
に
専
念
す
る
採
用
制
度
で
す
。
自
衛

官
候
補
生
と
し
て
所
要
の
教
育
を
経
て

３
か
月
後
に
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任

期
制
自
衛
官
）
に
任
官
し
ま
す
。

　

任
期
制
自
衛
官
と
は
、
陸
上
自
衛
官

は
１
年
９
か
月
（
一
部
技
術
系
は
２
年

９
か
月
）、
海
上
・
航
空
自
衛
官
は
２

年
９
か
月
を
１
任
期
（
２
任
期
目
以
降

は
各
２
年
）
と
し
て
勤
務
す
る
隊
員
の

こ
と
で
す
。
教
育
訓
練
を
受
け
た
後
に

各
部
隊
・
基
地
等
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

約
９
か
月
後
、
１
等
陸
・
海
・
空
士
に

昇
任
し
、
さ
ら
に
１
年
後
、
陸
・
海
・

空
士
長
に
昇
任
し
ま
す
。

《
応
募
資
格
》
18
歳
以
上
33
歳
未
満

《
受
付
期
間
》
令
和
６
年
２
月
６
日
ま
で

《
試
験
科
目
》
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、

適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

《
試
験
日
程
》
令
和
６
年
２
月
11
日
、

12
日
（
試
験
会
場
：
旭
川
）

《
合
格
発
表
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

《
入
隊
時
期
》
採
用
予
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域

事
務
所

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
司
法
書
士
協
議
会

で
は
、
令
和
５
年
11
月
か
ら
令
和
６
年

３
月
ま
で
の
間
、「
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
電
話
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。2
月
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

相
続
登
記
・
遺
言
・
不
動
産
登
記
・
会

社
の
登
記
、
成
年
後
見
な
ど
の
法
律
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
電
話
相
談

《
日
時
》
令
和
６
年
２
月
13
日
（
火
）

16
時
～
19
時

☎
０
１
２
０
（
８
８
８
）
４
４
７

※
予
約
不
要
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
な

り
ま
し
た
の
で
通
話
料
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

札
幌
司
法
書
士
会

☎
０
１
１
（
２
８
１
）
３
５
０
５

※
司
法
書
士
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
司

法
書
士
の
業
務
範
囲
に
属
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
、
２
月

16
日
（
金
）
か
ら
３
月
15
日
（
金
）
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か

ら
、所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
し
、

ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
等
で
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
感
染
症
防
止
の
観
点
か

ら
も
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
確
定
申
告

会
場
で
は
な
く
、
是
非
ご
自
宅
で
の
申

告
書
の
作
成
・
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

稚
内
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
会

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

補
償
・
救
済
に
つ
い
て

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
各
種
保
険

給
付
や
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救

済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症

す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ

れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付

等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
最
寄
の
都
道
府
県
労
働
局

ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

【
労
災
保
険
給
付
・
特
別
遺
族
給
付
金

に
つ
い
て
】

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

稚
内
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
６
２
（
２
３
）
３
８
３
３

【
救
済
給
付
に
つ
い
て
】

石
綿
救
済
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
（
３
８
９
）
９
３
１

場
の
混
雑
を
回
避
す
る
た
め
、
会

場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」

（
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

で
事
前
発
行
も
し
く
は
会
場
で
当
日
配

付
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
贈
与
税
及
び
土
地
・
家
屋
を
譲
渡
し

た
と
き
の
所
得
税
の
申
告
相
談
は
、
火

曜
日
と
木
曜
日
の
み
と
な
り
ま
す
。「
入

場
整
理
券
」
を
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
事
前

発
行
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
会
場
で
は
、
次
回

以
降
の
申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告
を
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告
を
行
う
た
め

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
他
、

カ
ー
ド
発
行
時
に
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー

ド
（
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
及
び

署
名
用
電
子
証
明
書
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
等
）
は
、
税
務
署
で
の
確
定
申
告

の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

書
面
に
よ
り
申
告
書
等
を
提
出
す
る

場
合
は
、
業
務
セ
ン
タ
ー
へ
の
送
付
に

御
協
力
願
い
ま
す
。

◆
送
付
あ
て
先
◆

札
幌
国
税
局　

業
務
セ
ン
タ
ー
旭
川
分
室

〒
０
７
８
‐８
５
０
７　

旭
川
市
宮
前

１
条
３
丁
目
３
番
１
５
号　

旭
川
合
同

庁
舎
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3 月号へ掲載を

希望する方は、

2 月 14 日 （水）

までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

"cafe Te to Te +
"

ス
タ
ッ
フ
募
集

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で
優
し
い
時
間

を
過
ご
せ
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
活
動
を
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
で
の
売
り
上
げ
金
を
活
動
資
金

と
し
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
な
り
ま
す
。
様
々
な
催
し

を
企
画
し
、
楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過

ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

ス
タ
ッ
フ
対
象
は
高

校
生
か
ら
で
、
職
業
や
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
見
学
か
ら
で
も
大
歓
迎
で
す
♪ 

今
ま
で
の
活
動
内
容
はFacebook

や

Instagram

を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。

●Facebook

：cafe Te to Te

＋

●Instagram

：te to te cafe

　
場
所
は
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
海
岸
通
４

丁
目
：
旧
広
海
ス
ー
パ
ー
跡
地
）
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

髙
橋
貴
子

☎
０
９
０
（
６
４
４
４
）
７
０
８
２

高
橋
千
種

☎
０
９
０
（
５
９
８
８
）
５
８
８
４

　日本⾚十字社北海道支部留萌地区天塩分区では、令和 6 年 1 月 1 日に石川県を中心に甚大な被害
をもたらした令和 6 年能登半島地震災害による被災者の方々を支援するため、「令和 6 年能登半島地
震災害義援⾦」の受付窓口を下記のとおり開設いたしました。
　町民の皆様のあたたかいご支援をお待ちしておりますので、ご協力方よろしくお願い申し上げます。
　義援金は、日本⾚十字社北海道支部を通じて各被災地へ送金させていただきます。
　また、今回の救援活動は、義援金のみの取扱いになります。

　義援金は、下記の口座へ直接送金することもできますが、振込手数料がかかりますので、ご了承願います。
　「ゆうちょ銀行の振込用紙の半券」や「金融機関の振込時の利用明細書」は、受領証の代用とすることがで
きます（①寄付者、②寄付した日、③寄付金額、④寄付先の口座番号（義援金専用口座番号）が明らかにされ
ているものに限ります）。
　受領証の発行を希望される場合は、事前に手続きが必要となります。詳しくは、受付窓口までお問い合わせ
ください。

被災地全域への寄付 地域を限定しての寄付

1.ゆうちょ銀行・郵便局

2. 銀行振込

1. 石川県支部での受付

3. 新潟県支部での受付

2. 富山県支部での受付

《口座記号番号》00150-7-325411
《口座加入者名》日赤令和 6 年能登半島地震災害義援⾦
※窓口でお振込みの場合は、振込手数料は免除されます

（ATM による通常払込みおよびゆうちょダイレクトをご
利用の場合は、所定の振込手数料がかかります）
※受領証をご希望の場合は、振替用紙の通信欄に「受領
証希望」と明記のうえ、ご依頼人欄に「お名前・ご住所・
お電話番号」を記載してください（事前登録は不要です）

（受付期間：令和 6 年 12 月 27 日（金）まで） （受付期間：石川県支部と富山県支部は令和 6 年 12 月
27 日（金）まで、新潟県支部は令和 6 年 6 月 28 日（金）
まで）

三井住友銀行　すずらん支店　普通　2787501
三菱 UFJ 銀行　やまびこ支店　普通　2105493
み ず ほ 銀 行　ク ヌ ギ 支 店　普通　0620669
口座名義はいずれも「日本⾚十字社（ニホンセキジュウ
ジシャ）」

北國銀行　県庁支店　普通　28580
口座名義は「日本⾚十字社石川県支部　支部長　馳　浩

（ハセ　ヒロシ）」

第四北越銀行　白山支店　普通　5050125
口座名義は「日本⾚十字社新潟県支部　支部長　花角　
英世（ハナズミ　ヒデヨ）」

北陸銀行　本店営業部　普通　6162894
富山銀行　富山支店　　普通　3044104
富山第一銀行　ニューセンター支店　普通　022823
口座名義はいずれも「富山県災害義援金　日⾚富山県支
部　支部長　新田　八朗（ニッタ　ハチロウ）」

【受付窓口】　天塩町役場 1 階　福祉課福祉係
　　　　　　または、雄信内支所

【受付期間】　令和 6 年 12 月 25 日（水）まで


